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撤去サイン図

A1 図示

A3 図示/2
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新設サイン図1

A1 図示

A3 図示/2
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新設サイン図2

A1 図示

A3 図示/2

451 451
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新設サイン図3

４西

A1 図示

A3 図示/2

5西

5西スタッフステーション
Staff station

5西スタッフステーション
Staff station

-
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4階防火区画図（現況）
080A1：1/200

A3：1/400
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一級建築士登録　　第215902号

鮫　島　慎　一 A
4階防火区画図（改修後）
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一級建築士登録　　第215902号

鮫　島　慎　一 A
5階防火区画図（現況）
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一級建築士登録　　第215902号

鮫　島　慎　一 A
5階防火区画図（改修後）
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一級建築士登録　　第215902号

鮫　島　慎　一 A
6階防火区画図（現況）
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一級建築士登録　　第215902号

鮫　島　慎　一 A
6階防火区画図（改修後）
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仮設計画図(1)

086A1：図示

A3：図示/2

仮設計画図　S=1/200

全体配置図　S=1/1200

　附近見取図　non

※病院内は徐行にて通行すること

※搬入出は原則南東出入口からとする。ただしやむを得ない理由がある場合は監督

員と協議の上交通誘導員を北西入口に常駐させるなどの措置を取り北西出入口から

の搬入出を可とする。

揚重機　ラフテレーンクレーン 60ｔ 18日見込む

大型資機材の搬出入は原則土日とし、ガードマンを

配置する。　　144人区を見込む。

工事用仮設凡例

　交通誘導員の設置（資材搬入時）

　洗車場　敷鉄板

　工事事務所の設置

　工事車両の通行

枠組足場
防音シート張

Ｋ

　シートゲート　Ｗ＝6.0ｍ

　ガードフェンス　H＝1.8ｍ

　仮囲い万能板　Ｈ＝2.0ｍ
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4～6階平面図　S=1/4001階平面図　S=1/400

-

一級建築士登録　　第215902号

鮫　島　慎　一 A
仮設計画図(2)

087A1：図示

A3：図示/2

改修工事範囲
工事用作業動線

（作業員,機器,発生材搬出入動線）

凡例

既設扉閉鎖

隙間部目張り
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鮫　島　慎　一 A 088
5階仮設天井撤去復旧図

A1 100

A3 200
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4階仮設天井撤去復旧図

A1 100

A3 200



既 存 躯 体 改 修 要 領

一　般　事　項

2．図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて下記の図書による。

・「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」（令和7年版）

・「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計指針・同解説」（2017年改訂版）

・「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」（令和7年版 令和2年改訂）

3．その他特記事項

1．適用範囲

本要領は、既存建物の改修及び解体等に関する部位に適用する。

・本設計図は、既存建物の竣工図等を基に作成したものである。施工においては、現況を十分に調査すること。

　また、調査の結果、現況が本設計図と相違する場合は、監督員に報告すること。

使　用　材　料

躯体

１．コンクリート

適用箇所
普通

●

１軽 ２軽

材質（比重） 設計基準強度（N／m㎡）
備  考

スランプ（cm）

※Fq=Fc

● ●
土間コンクリート

押え・嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ

・計画スランプは指定スランプ値以下の場合は可とする。

捨てコンクリート ● ●

●

※S値補正別途考慮

４．ボ　ル　ト

5．錆止め塗装

屋外露出部　：JIS-H8641

２．鉄 筋

●

●

径

●

継  手

圧接

●

重ね

（圧接は柱、梁主筋のみ）

備  考
（JIS規格品）材  質

●

機械式

定　着

機械式

通用箇所

雑鉄骨

３．鋼 材

（JIS規格品）材  質

　　・鉄骨材料は原則として高炉材とし、電炉材を使用する場合には仕様・部位について監督員の承諾を得ること。
　　　なお溶接を伴わない二次部材等は電炉材の使用を可とし、使用部位について監督員の承諾を得るものとする。

一般部　　　：S10T

屋外露出部　：F8T

（大臣認定品）,摩擦係数 0.45以上　※状況に応じて、F10T使用可とする。

（大臣認定品）,摩擦係数 0.40以上

一般部　　　：JIS-K5674　2回塗り　※耐火被覆材の密着部及びコンクリート被覆部を除く

6．グラウト材

無収縮モルタル（設計基準強度：σ　=30 N/mm  以上）

7．あと施工アンカー

・あと施工アンカーは、接着系アンカー（カプセル方式）とする。

M
2

・接着系アンカーに使用される主剤は、エポキシアクリレート系、ポリエステル系、エポキシ系とし、実験等による付着強度が確認され、

　国土交通大臣による指定書を受けたものとする。

　監督員が確認した場合は省略する事がある。

　但し、過去１年間において、同条件のもとでの実績がある者、又はＡＷ検定有資格者が従事する場合で、

・工場，現場共に、それぞれの作業条件に応じた形で実施する。

・ＣＩＷ認定のD種以上の認定を受けた検査会社による事とする。

・溶接前の開先組立て精度検査、加工組立精度、溶接部ＵＴ及び外観検査は１００％実施し、監督員に提出の事。

１．ファブの指定

・工場完全溶込み溶接のＵＴはＡＯＱＬ（２.５％）の第２水準とする。

・溶接部（完全溶け込み溶接、隅肉溶接等）の外観検査は、各３０％以上とする。

２．溶接工の技量付加試験

3．第三者検査

4．ファブ自主検査

・性能評価（M）グレードの大臣認定を受けた工場と同等以上の鉄骨製作工場による。

・工場完全溶け込み溶接部の、溶接前開先組立て精度検査は、３０％以上とする。

・現場完全溶け込み溶接の開先組立て精度検査、ＵＴ及び外観検査、仕口のずれ検査は１００％とする。

・告示　建告第１４６４号による検査（100％）を行い、監督員に提出の事。

・突合せ継手の食い違い仕口ずれの検査は、「突合せ継手の食い違い仕口ずれの検査・補強マニュアル」により

　抜取検査②による。

・ロボット溶接オペレータは、AW検定有資格者が従事する場合は免除する。

　なお（一社）日本溶接協会の建築鉄骨ロボット溶接オペレータ資格の有資格者が従事する場合で、品質管理の

　ロボット溶接施工要領書等が定められ、監督員が確認した場合は技量付加試験を免除する事がある。

鉄 骨 工 事 特 記

詳細図等に特記のある場合は、詳細図の内容を優先する。

あと施工アンカー・躯体増設工事特記

●

あと施工アンカーの配置

@:ピッチ
はしあき
(7da以上)

ゲージ
(5.5da以上)

へりあき
(2.5da以上

ダブル（シングル）配置

(7.5da以上かつ300mm以下)

 かつ主筋の内側)

ゲージ
(4da以上)

へりあき
(2.5da以上
 かつ主筋の内側)

@:ピッチ
はしあき
(7da以上) (7.5da以上かつ300mm以下)

千鳥状配置

不可（×）良（○）

既存梁

あと施工アンカー

せん断補強筋

かぶり
コンクリート

※アンカー筋の有効埋込み長さLeは7d(10d)とし、埋め込み長さLは、8d(11d)とする。

埋込み長さ(L) 定着長さ(Ln)：

d
a

有効埋込み長さ(Le)

埋込み長さ(L) 定着長さ(Ln)：

接合面は目荒らしすること

増設補強壁

接着剤

既存躯体

アンカー筋

頭部ナット付

d
a

　（　）内は、開口補強筋等の引張抵抗する補強筋を示す。

D10

D13

材　質鉄　筋 確認荷重

11.8 kN

20.1 kN

SD295

SD295

表1　あと施工アンカー確認荷重

D16 30.4 kNSD295

D19 42.9 kNSD345

材　質ボルト 確認荷重

M16 30.4 kNSS400

M20 47.5 kNSS400

M22 57.5 kNSS400

備　考

・特記なき場合は、監督員に確認のこと

あと施工アンカーの形状

20da以上

有効埋込み長さ(Le)
接合面は目荒らしすること

増設補強壁既存躯体

接着剤

アンカー筋

35da以上

1．施工計画

１）施工に先立ち、施工部位の現況や施工条件等を十分に確認すること。

２）あと施工アンカーの施工にあたっては、事前に施工要領書（計画書）を提出し監督員の承諾を得ること。

４）施工に従事する施工管理技術者および作業員は、（一社）日本建築あと施工アンカー協会の有資格者とする。

2．仕上材の撤去およびコンクリートのはつり

１）増設するコンクリート部材の接合面は、既存躯体表面の塗装、モルタルなどの仕上材を完全に除去する。

２）接合面の必ず目荒らしを行うこと。目荒らしは他の部分に有害なひび割れを生じさせないように行う。

３）はつり及び目荒らし面は、はつりくずや粉末などを十分に除去すること。

５）アンカー筋の割り付けは、施工図等で事前に確認し、監督員の承諾を得ること。

３．あと施工アンカー工事

１）アンカー位置の墨出しにおいては、鉄筋探査器等により既存鉄筋等の位置を確認し、埋設物の干渉を避けるように行う。

２）穿孔において、既存鉄筋等へ当たった場合や斜めに穿孔した場合などは、所定のアンカー配置を守り、打ち直しとする。

３）穿孔深さの確認は、ドリル等へマーキングを行い、所定の深さを適切に確保すること。

４）穿孔した孔は、集塵やブラシかけ作業を繰り返し行い、切粉を十分に除去すること。

５）アンカー筋の埋込みは、選定した接着系アンカーのメーカー施工手順に則り、適切に行うこと。

３）使用する接着系アンカーの種類は、施工条件やアンカー筋の向きに応じて、適切に選定すること。

６）アンカー筋の埋込み後は、接着剤が硬化するまで、アンカー筋が動かないように保持し、所定の強度が発現するまで養生する。

４．検査および試験

１）硬化養生後は、（一社）日本建築あと施工アンカー協会「あと施工アンカー施工指針(案)」に則り、自主検査を行うこと。

２）施工後の確認試験は、非破壊引張試験を行う。1ロットは、1日に施工されたものの径及び仕様ごととし、1ロットに対して3本以上を

　　を無作為に抜き取る。

３）確認強度は、表1に示す荷重とし、アンカー筋の急激な抜け出しやコンクリート表面のひび割れが生じない場合を合格とする。

目荒しの程度

・平均深さ2～5mm程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度を目安に施す。

・目荒らし後は、斫りくずや粉末などを十分に除去し、コンクリ－トの

目荒し

目荒し

目荒し

　打継ぎ前には、充分水湿しを行うこと。

既存躯体の目荒らし処理要領

2
5
0

2
5
0

外部振動機

壁厚

1.普通コンクリート打設要領

型枠

2.無収縮モルタル圧入要領

壁厚
レイタンス等除去水湿し

コンクリート

既存梁

空気抜

既存梁 無収縮モルタル圧入

ウレタン系コーキング

モルタル圧入口

(速乾性）

増設壁コンクリート打設要領

型枠

ウレタン系コーキング
(速乾性）

投入口

叩き締め

普通コンクリート
打設

5．コンクリート躯体増設工事

１）型枠建込み前に、既存躯体接合面の清掃状況を確認すること。コンクリート打設前は、型枠および既存躯体の水湿しを行うこと。

２）増設壁のコンクリート打設は2段階の打設とし、2回目の打設は、無収縮モルタル圧入とする。

既存躯体改修要領図
A1:　 - 

A3:　 - 
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各 種 雑 要 領 図

新設RC立上り壁配筋要領図

A 断面

アンカー筋

D10@200

2-D13かつ

スラブレベル

D13@200（ナット付き）

あと施工アンカー（接着系）

有効埋込み長さ：7ｄ以上

※

A

アンカー筋

既存RC壁

2-D13かつD13＠200以下

D10@200ダブル

※

有効埋込み長さ7d以上

目荒し

目荒し

D13@200（ナット付き）

あと施工アンカー（接着系）

有効埋込み長さ：7ｄ以上

D13＠200以下

タテヨコ共

※外壁受け立ち上りに適用する

既存躯体撤去部の処理要領

ポリマーセメントモルタル

鉄筋・鉄骨切断面

躯体撤去部分

さび止め材塗布

【RC造・SRC造 解体撤去面】

※躯体撤去面に共通して適用する

【S造 解体撤去面】

鉄筋切断面：さび止め材塗布の上
ポリマーセメントモルタル被覆

残置鉄骨梁・G.PL部：耐火被覆吹付

アルミパネル塞ぎ（4面）
下地_C-125x50x20x3.2

W

H

W x H = 
400 x 780：2ヶ所
400 x 980：4ヶ所

400 x 600：7ヶ所

下地_C-125x50x20x3.2
躯体アンカー：1-M12@300

あと施工アンカー(接着系)
1-M12@300,ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ
有効埋込長さ 7da以上

閉塞部平面図 新設

D10@200

D10@200

D10@200

D10@200

D10@200

D10@200
D10@200

D10@200

200＜a≦300

120＜ｔ≦150

300＜a≦700

ｔ≦120

120＜ｔ≦150ｔ≦120

150≦a≦200

床開口閉塞要領図

接着系あと施工アンカー

a＜150
※a≧ｂとする

床スリーブ部

床開口部

既存床開口閉塞要領 ※躯体撤去面に共通して適用する

D10@200(頭ナット付)

既存新設既存

新設既存 新設既存

目荒し 目荒し

コンクリート新設

無収縮モルタル無収縮モルタル

新設既存新設既存

既存スラブ
はつり出し

既存スラブ
はつり出し

既存スラブ
はつり出し

既存スラブ
はつり出し

コンクリート新設コンクリート新設

コンクリート新設

※改修による新設部に適用

既存梁 既存梁

● ●

75°

75° 75°

75°
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